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橋梁長寿命化修繕計画の目的1
東峰村

東峰村では、平成2５年３月に「東峰村 橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、管

理橋梁に対し計画的な維持管理に取り組んできました。

一方、平成26年7月に道路法施行規則の一部を改正する省令が施行され、5年

に1回の近接目視による定期点検が義務付けられました。これにより、道路法の

改正を踏まえ、近接目視による点検や診断を実施した結果、早期補修が必要とな

る橋梁が顕在化したこともあり、今後１０年間の計画的な維持管理方針を定める

橋梁長寿命化修繕計画を策定するものです。

1.1 計画策定の背景と経緯

［ 早期補修が必要となる橋梁 ］

管理橋梁の現状と課題を踏まえ、老朽化する道路橋が増大していくなか、

従来の事後的な修繕及び架替えから、予防的な修繕及び計画的な架替えへ

と移行することにより、橋梁の長寿命化、維持更新費の縮減、予算の平準

化を図りつつ、道路利用者や第三者に対する安全性・信頼性を確保するこ

とを目的とします。

1. 目的
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東峰村が管理する道路橋は78橋あります。その内、多くの橋梁において建設年

次が不明であり、建設推定年次の精度を高めていく必要がありますが、建設後50

年を越える橋梁数の割合は、現在の約21%(16橋)が、10年後には約63%(49橋)、

20年後には約79%(62橋)となり、老朽化が急速に進み維持管理費の増加が予測

されます。

管理橋梁には、早期補修が必要となる橋梁や鉄道を跨ぐ重要度が高い橋梁もあ

ることから、定期点検により状態を把握するとともに確実な対策を実施していく

必要があります。

1.2 現状と課題

橋梁長寿命化修繕計画の目的1

［ 建設年の分布 ］

［ 建設後50年以上経過する橋梁の推移 ］
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対象橋梁の路線種別の割合は、1級村道が18橋、2級村道が23橋、その他の村

道が37橋となっています。また、橋梁種別の割合は、RC橋が最も多く37橋、PC

橋が31橋、鋼橋が9橋となっています。

2.1 対象橋梁の割合

東峰村が管理する全道路橋数（橋長2m以上）の78橋を対象とします。

2. 対象橋梁

橋梁長寿命化修繕計画の対象橋梁2

［ 路線種別の割合 ］ ［ 橋梁種別の割合 ］

※1：RCとは、鉄筋コンクリートのことで、コンクリートを鉄筋で補強したものです。
※2：PCとは、プレストレストコンクリートのことで、鉄筋で補強するだけでなく予め圧縮応力を加えたものです。
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定期点検により、道路橋毎の健全性の診断を行った結果、Ⅰ（健全）の橋梁が57

橋(73%)、Ⅱ（予防保全段階）の橋梁が14橋(18%)、Ⅲ（早期措置段階）の橋梁

が7橋(9%)でありました。

2.2 対象橋梁の健全性

橋梁長寿命化修繕計画の対象橋梁2

［ 健全性の診断の割合 ］

［ 判定区分表 ］

定義

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点か
ら優先度の高いものから順に措置を講ずることが望ましい
状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を
講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている、または生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

区分
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措置の優先順位については、健全性、社会的影響度、総合的個別条件を考慮し

て設定します。

3.1 措置優先順位の設定

措置の優先順位や事業費を基に、10年間の橋梁長寿命化年次計画表を策

定します。

3. 橋梁長寿命化修繕計画

橋梁長寿命化修繕計画3

点検時期および措置内容・時期については、橋梁長寿命化年次計画表に示すと

おりでありますが、今後の点検・診断結果や予算措置状況等を踏まえ計画を見直

す場合があります。

3.2 対象橋梁毎の点検時期および措置内容・時期の設定

対症療法的な維持管理（事後保全型）から、損傷が軽微な段階に予防的な修繕

等を実施する維持管理（予防保全型）へシフトすることで、橋梁の安全性・信頼

性を確保し、ライフサイクルコストの縮減を図ります。

3.3 計画による効果

［ 50年間の維持管理費の試算比較 ］

[試算結果]
事後保全の場合 約16.68億円
予防保全の場合 約1.36億円（約15.32億円（約91.9%の縮減効果）

※当グラフは、点検記録等を基にモデル化し試算したものです。
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道路利用者や第三者に対する安全性･信頼性を確保するため、定期的な点

検を実施することで、橋梁の健全性を把握するとともに損傷の早期発見に

努めます。

4. 維持管理に関する基本方針

維持管理の基本方針4

平成26年7月施行の道路法施行規則第4条5の5に基づき、必要な知識及び技能

を有する者が近接目視により、5年に1回以内の頻度で定期点検を行います。

4.１ 定期点検

定期点検の結果に基づき、健全性の診断を4段階に分類し、橋梁の状態を把握し

ます。

［ 脚立による定期点検状況 ］ ［ 橋梁点検車による定期点検状況 ］

［ 定期点検・診断の記録事例 ］

東峰村
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定期的な点検･診断により橋梁の状態を把握し、診断結果や社会的影響

度等を踏まえ、対策の年次計画を策定するとともに、計画に基づく予防的

な修繕を行う一連の流れのメンテナンスサイクルを構築します。

5. メンテナンスサイクルの構築

長寿命化及び修繕･架替えに係る基本方針5

点検･診断や修繕･更新等の情報は、橋梁長寿命化修繕計画の策定や橋梁を維持

管理していくうえで重要な情報であることから、各情報を保存するとともに、

様々な場面で活用します。

5.1 情報の保存及び活用

［ メンテナンスサイクルのイメージ ］

東峰村
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厳しい財政状況等を踏まえ、橋梁の維持管理の効率化やコスト縮減を図

るには新技術・新工法の活用が必須です。そのため橋梁補修工事や橋梁点検

において、新技術・新工法の活用を積極的に検討します。

６.新技術等の活用

新技術等の活用6

補修工事において全ての橋梁で設計段階での新技術・新工法の積極的な活用を

検討し、今後１０年間で約1400万円（約19％）のコスト縮減を目指します。

6.1 橋梁補修工事での活用

東峰村

橋梁点検において、今後5年間で点検手法ごとに従来技術と新技術の比較検討を

行い、新技術・新工法の積極的な活用を目指します。

6.２ 橋梁点検での活用

路線の重要度やう回路の有無、利用状況や地元の意見を踏まえ、今後5年間で

１橋程度、橋梁の集約化や撤去について地元との円滑な合意形成を目指します。

また、今後5年間で１橋程度、小規模橋梁のボックスカルバートへの構造の変

更について取組み、点検費用４万円程度のコスト縮減を目指します。

6.３ 集約化・撤去
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ヶ
谷

赤
薮

線
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○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号
1

2
3

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ
ﾀ
ﾞｲ

ｲ
ﾁ

ｸ
ﾘ
ﾊ

ﾞﾔ
ｼ
ﾊ

ｼ
ﾀ
ﾞｲ

ﾆ
ｸ
ﾘ
ﾊ

ﾞﾔ
ｼ

ﾊ
ｼ

1
01

0ﾎ
ﾞｯ

ｸ
ｽ

ｶ
ﾙ

ﾊ
ﾞｰ

ﾄ

橋
　

梁
　

名
第

１
栗

林
橋

第
２

栗
林

橋
1
01

0
B

C

橋
　

梁
　

番
　

号
10

08
1
00

9
10

10

路
　

線
　

種
　

別
１

級
村

道
１

級
村

道
１

級
村

道

路
　

線
　

名
　

称
栗

林
線

栗
林

線
大

行
司

・
犬

山
瀬

線

路
　

線
　

番
　

号
1

1
2

所
　

在
　

地
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

栗
林

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
栗

林
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

中
崎

橋
　

　
　

長
5
.6

0m
7.

20
m

2
.6

0m

幅
　

　
　

員
7
.2

0m
7.

70
m

6
.0

0m

架
設

年
（
西

暦
）

1
98

5年
1
9
85

年
（
1
98

1年
）

径
　

間
　

数
1

1
1

材
　

料
　

区
　

分
R

C
R
C

R
C

上
　

部
　

工
　

形
　

式
単

純
、

床
版

橋
単

純
、

床
版

橋
単

純
、

B
O

X
カ

ル
バ

ー
ト

下
　

部
　

工
　

形
　

式
重

力
式

橋
台

重
力

式
橋

台
B

O
X

カ
ル

バ
ー

ト

基
　

礎
　

形
　

式
直

接
基

礎
直

接
基

礎
不

明

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：0

.9
5
m

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
0
.9

0m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：1

.0
5
m

添
　

架
　

物
無

無
有

伸
縮

装
置

の
種

類
エ

ラ
ス

タ
イ

ト
エ

ラ
ス

タ
イ

ト
無

支
 承

 の
 種

 類
ゴ

ム
ゴ

ム
無

交
　

差
　

条
　

件
河

川
河

川
河

川

設
計

活
荷

重
T

L
-1

4
T

L
-
14

不
明

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件
通

常
通

常
通

常

第
三

者
被

害
無

無
無

緊
急

輸
送

道
路

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

迂
　

回
　

路
有

有
有

通
　

学
　

路
指

定
な

し
指

定
な

し
指

定
あ

り

バ
　

ス
　

路
　

線
指

定
な

し
指

定
な

し
指

定
な

し

自
動

車
交

通
量

小
小

小

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

無
無

無

橋
面

防
水

層
設

置
年

無
無

無

耐
震

補
強

歴
無

無
無

塗
　

装
　

歴
無

無
無

補
　

修
　

歴
無

無
無

橋
の

健
全

性
の

診
断

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

4
5

6

ｲ
ﾁ

ﾉ
ｾ

ﾊ
ﾞｼ

ﾅ
ｶ
ｻ

ﾞｷ
ﾊ

ﾞｼ
10

1
3ｼ

ｮｳ
ﾊ

ﾞﾝ
ｷ

ｮｳ

一
の

瀬
橋

中
崎

橋
10

1
3床

版
橋

10
11

1
01

2
10

13

１
級

村
道

１
級

村
道

１
級

村
道

大
行

司
・
犬

山
瀬

線
下

郷
・中

崎
線

下
郷

・
中

崎
線

2
3

3

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

29
8
-1

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
中

崎
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

福
井

字
下

合

2
2
.7

0m
20

.0
0
m

4
.3

0m

6
.2

0m
6.

90
m

7
.0

0m

1
98

9年
1
9
70

年
1
98

1年

1
1

1

P
C

鋼
R

C

単
純

、
ポ

ス
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
I桁

橋
単

純
、

床
版

橋

重
力

式
橋

台
重

力
式

橋
台

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：1

.0
0
m

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
0
.7

5m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.9
5
m

有
無

有

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

鋼
製

ゴ
ム

河
川

河
川

河
川

T
L
-2

0
T

L
-
20

T
L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

あ
り

指
定

あ
り

指
定

あ
り

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
1
9
86

年
無

無
無

無

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
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○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

7
8

9

サ
ル

バ
ミ

バ
シ

1
0
15

ﾎ
ﾞｯ

ｸ
ｽ

ｶ
ﾙ

ﾊ
ﾞｰ

ﾄ
10

1
6ｼ

ｮｳ
ﾊ

ﾞﾝ
ｷ

ｮｳ

猿
喰

橋
10

1
5B

C
10

1
6床

版
橋

10
14

1
01

5
10

16

１
級

村
道

１
級

村
道

１
級

村
道

猿
喰

線
猿

喰
線

猿
喰

線

4
4

4

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
福

井
字

御
手

水
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村

4
0
.7

0m
2.

30
m

3
.3

0m

6
.2

0m
6.

20
m

6
.0

0m

2
02

1年
（1

9
81

年
）

（
1
98

1年
）

1
1

1

P
C

R
C

R
C

単
純

、
ポ

ス
テ

ン
箱

桁
橋

単
純

、
B

O
X

カ
ル

バ
ー

ト
単

純
、

床
版

橋

逆
Ｔ

式
橋

台
B

O
X

カ
ル

バ
ー

ト
重

力
式

橋
台

直
接

基
礎

不
明

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：1

.1
0
m

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
0
.9

0m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.9
5
m

有
有

有

鋼
製

無
エ

ラ
ス

タ
イ

ト

ゴ
ム

無
エ

ラ
ス

タ
イ

ト

河
川

河
川

河
川

A
活

荷
重

不
明

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

2
02

2年
無

無

無
無

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅲ

Ⅰ

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

1
0

11
1
2

1
01

7ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

コ
マ

ツ
バ

シ
10

2
0ｼ

ｮｳ
ﾊ

ﾞﾝ
ｷ

ｮｳ

10
1
7床

版
橋

小
松

橋
10

2
0床

版
橋

10
17

1
01

8
10

20

１
級

村
道

１
級

村
道

１
級

村
道

猿
喰

線
杷

木
・
宝

珠
山

線
杷

木
・宝

珠
山

線

4
5

5

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

福
井

字
国

門
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

福
井

字
延

田

3
.1

5m
26

.3
0
m

6
.5

0m

6
.1

5m
12

.5
0
m

4
.4

0m

（
1
98

1年
）

1
9
72

年
（
1
98

1年
）

1
1

1

R
C

P
C

R
C

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
ポ

ス
テ

ン
T

桁
橋

単
純

、
床

版
橋

重
力

式
橋

台
重

力
式

橋
台

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

不
明

直
接

基
礎

無
材

料
：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
0
.7

5m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.9
5
m

無
不

明
有

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

ゴ
ム

河
川

河
川

河
川

不
明

A
活

荷
重

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
不

明
無

無
2
0
09

年
無

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ
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○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

1
3

14
1
5

カ
ワ

マ
ガ

リ
バ

シ
1
0
22

ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

ﾔ
ｼ

ｲ
ﾊ

ﾞｼ

川
曲

橋
1
02

2
床

版
橋

屋
椎

橋

10
21

1
02

2
10

24

１
級

村
道

１
級

村
道

２
級

村
道

中
崎

・砥
石

渡
線

中
崎

・
砥

石
渡

線
屋

椎
線

6
6

8

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
中

崎
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

川
曲

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
貝

廻
り

1
9
.4

0m
2.

70
m

1
0.

8
0m

4
.4

0m
6.

15
m

4
.8

0m

1
97

0年
（1

9
81

年
）

1
96

5年

1
1

1

鋼
R
C

R
C

単
純

、
I桁

橋
単

純
、

床
版

橋
単

純
、

床
版

橋

半
重

力
式

橋
台

そ
の

他
（橋

台
）

そ
の

他
（
橋

台
）

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
形

状
：
そ

の
他

高
さ

：
0.

7m

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
0
.7

5m

材
料

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
形

状
：
そ

の
他

高
さ

：
0.

70
m

有
無

有

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

無
エ

ラ
ス

タ
イ

ト

鋼
製

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

河
川

河
川

河
川

T
L
-1

4
不

明
T

L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

あ
り

指
定

あ
り

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

少

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

1
6

17
1
8

1
02

5シ
ョ

ウ
バ

ン
キ

ョ
ウ

1
0
26

ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

ナ
ラ

オ
バ

シ

10
2
5床

版
橋

1
0
26

床
版

橋
奈

良
尾

橋

10
25

1
02

6
10

27

２
級

村
道

２
級

村
道

２
級

村
道

屋
椎

線
屋

椎
線

奈
良

尾
線

8
8

1
0

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
貝

廻
り

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
屋

椎
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

金
鋼

野

1
5
.3

0m
8.

00
m

1
6.

5
0m

3
.7

0m
3.

40
m

6
.2

0m

2
02

1年
（1

9
81

年
）

1
97

9年

1
1

1

P
C

R
C

P
C

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

逆
Ｔ

式
橋

台
重

力
式

橋
台

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：

無
材

料
：鋼

形
状

：橋
梁

用
防

護
柵

高
さ

：1
.0

0
m

無
有

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

河
川

河
川

河
川

A
活

荷
重

不
明

T
L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

無
無

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無
無

無
無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ
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○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

1
9

20
2
1

ナ
ガ

タ
バ

シ
1
0
29

ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

カ
ケ

ハ
シ

バ
シ

長
田

橋
1
02

9
床

版
橋

掛
橋

橋

10
28

1
02

9
10

30

２
級

村
道

２
級

村
道

２
級

村
道

長
田

・
板

屋
線

長
田

・板
屋

線
長

田
・
板

屋
線

1
1

11
1
1

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
法

光
寺

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
板

屋
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

板
屋

1
7
.0

0m
3.

00
m

2
0.

0
0m

3
.8

0m
4.

80
m

3
.1

0m

1
96

8年
（1

9
81

年
）

1
96

3年

1
1

2

鋼
R
C

P
C

単
純

、
I桁

橋
単

純
、

床
版

橋
単

純
、

プ
レ

テ
ン

床
版

橋

重
力

式
橋

台
重

力
式

橋
台

そ
の

他
（橋

台
）、

壁
式

橋
脚

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
形

状
：
そ

の
他

高
さ

：
0.

7m

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
0
.8

0m

材
料

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
形

状
：
そ

の
他

高
さ

：
0.

60
m

無
無

無

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

鋼
製

ゴ
ム

ゴ
ム

河
川

河
川

河
川

T
L
-1

4
不

明
T

L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

不
明

無
無

不
明

無
無

不
明

無
無

無
無

無

Ⅱ
Ⅰ

Ⅰ

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

2
2

23
2
4

1
03

1ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

ｲ
ﾜ

ﾔ
ｴ
ｷ

ﾏ
ｴ

ﾊ
ｼ

イ
オ

ウ
ジ

ハ
シ

10
3
1床

版
橋

岩
屋

駅
前

橋
伊

王
寺

橋

10
31

1
03

4
10

35

２
級

村
道

そ
の

他
そ

の
他

中
原

線
岩

屋
駅

伊
王

寺
線

大
蔵

・
下

鶴
線

1
3

29
3
0

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
中

原
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

大
蔵

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
下

鶴

4
.0

0m
13

.3
0
m

1
1.

5
0m

4
.8

0m
8.

20
m

3
.1

0m

（
1
98

1年
）

2
0
19

年
2
02

0年

1
1

1

R
C

P
C

P
C

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

重
力

式
橋

台
逆

Ｔ
式

橋
台

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.7
5
m

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
1.

1m

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：1

.1
0
m

無
有

有

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

鋼
製

埋
設

ジ
ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

河
川

河
川

河
川

不
明

A
活

荷
重

群
集

荷
重

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
2
02

1年

無 無
無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
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○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

2
5

26
2
7

1
03

7ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

ナ
カ

オ
バ

シ
10

3
9ｼ

ｮｳ
ﾊ

ﾞﾝ
ｷ

ｮｳ

10
3
7床

版
橋

中
尾

橋
10

3
9床

版
橋

10
37

1
03

8
10

39

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他

下
鶴

・
中

尾
線

中
尾

線
中

尾
線

3
3

34
3
4

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
栗

木
野

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
中

尾
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

中
尾

3
.8

0m
16

.6
0
m

7
.9

0m

2
.7

0m
5.

00
m

3
.2

5m

（
1
98

1年
）

2
0
21

年
（
1
98

1年
）

1
1

1

R
C

P
C

鋼

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
箱

桁
橋

単
純

、
H

桁
橋

重
力

式
橋

台
逆

Ｔ
式

橋
台

そ
の

他
（
橋

台
）

直
接

基
礎

直
接

基
礎

不
明

無
材

料
：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
1
.3

5m
無

無
有

有

無
無

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無

河
川

河
川

河
川

不
明

A
活

荷
重

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

無
有

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無
無

無
無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅲ

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

2
8

29
3
0

コ
ン

ゴ
ウ

ノ
ハ

シ
フ

ル
ジ

ヨ
ウ

ヤ
バ

シ
ﾏ

ﾂ
ﾔ

ﾏ
ﾊ

ﾞｼ

金
剛

野
橋

古
庄

屋
橋

松
山

橋

10
40

1
04

3
10

44

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他

金
剛

野
線

古
庄

屋
線

松
山

線

3
6

38
3
9

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

栗
林

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
松

山

1
6
.8

0m
16

.0
0
m

9
.2

0m

5
.2

0m
6.

30
m

4
.2

0m

2
02

0年
1
9
91

年
（
1
98

1年
）

1
1

1

P
C

P
C

P
C

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
T

桁
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

逆
Ｔ

式
橋

台
重

力
式

橋
台

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：1

.1
0
m

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
1.

0m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

パ
イ

プ
高

さ
：0

.6
0
m

無
有

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

ゴ
ム

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

河
川

河
川

河
川

A
活

荷
重

A
活

荷
重

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
無

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無
無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅲ
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○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

3
1

32
3
3

1
04

5ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

1
0
46

ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

マ
ツ

オ
バ

シ

10
4
5床

版
橋

1
0
46

床
版

橋
松

尾
橋

10
45

1
04

6
10

47

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他

第
５

栗
林

線
掛

橋
線

松
尾

・
長

田
線

4
3

48
4
9

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
栗

林
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

掛
橋

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
馬

場

4
.0

0m
5.

20
m

1
6.

0
0m

2
.5

5m
3.

10
m

4
.9

0m

（
1
98

1年
）

（1
9
81

年
）

1
97

6年

1
1

1

R
C

R
C

P
C

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

そ
の

他
（
橋

台
）

そ
の

他
（橋

台
）

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

無
無

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.9
8
m

無
無

無
エ

ラ
ス

タ
イ

ト
エ

ラ
ス

タ
イ

ト

無
エ

ラ
ス

タ
イ

ト
ゴ

ム

河
川

河
川

河
川

不
明

不
明

T
L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

無
無

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

3
4

35
3
6

1
04

8ｼ
ｮｳ

ﾊ
ﾞﾝ

ｷ
ｮｳ

シ
ョ

ウ
バ

ン
ハ

シ
ノ

ベ
タ

ハ
シ

10
4
8床

版
橋

1
0
49

床
版

橋
延

田
橋

10
48

1
04

9
10

50

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他

松
尾

・
長

田
線

原
ノ

迫
線

宝
珠

山
停

車
場

線

4
9

58
6
5

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
長

田
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

福
井

字
原

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
福

井
字

延
田

6
.5

0m
5.

40
m

3
1.

4
0m

4
.8

0m
3.

40
m

7
.2

0m

（
1
98

1年
）

（1
9
81

年
）

2
02

0年

1
1

1

R
C

R
C

P
C

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
ポ

ス
テ

ン
床

版
橋

重
力

式
橋

台
そ

の
他

（橋
台

）
逆

Ｔ
式

橋
台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.9
5
m

無
材

料
：鋼

形
状

：橋
梁

用
防

護
柵

高
さ

：1
.1

0
m

有
無

有

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

河
川

河
川

河
川

不
明

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
無

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

あ
り

小
小

小

無
無

無

無
無

2
02

1年

無
無

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
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○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

3
7

38
3
9

ホ
ウ

シ
ユ

ヤ
マ

エ
キ

マ
エ

バ
シ

シ
モ

ゴ
ウ

ハ
シ

1
06

1ﾎ
ﾞｯ

ｸ
ｽ

ｶ
ﾙ

ﾊ
ﾞｰ

ﾄ

宝
珠

山
駅

前
橋

下
合

橋
1
06

1
B

C

10
51

1
05

2
10

61

そ
の

他
そ

の
他

２
級

村
道

延
田

・
後

山
線

下
合

線
中

仙
道

線

6
6

70
7

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
福

井
字

延
田

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
福

井
字

御
手

水
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
字

仙
道

5
3
.4

0m
33

.8
0
m

2
.2

0m

2
.5

0m
5.

20
m

5
.2

0m

2
02

1年
2
0
20

年
（
1
98

1年
）

1
1

1

P
C

P
C

R
C

単
純

、
I桁

橋
単

純
、

ポ
ス

テ
ン

T
桁

橋
単

純
、

B
O

X
カ

ル
バ

ー
ト

重
力

式
橋

台
逆

Ｔ
式

橋
台

B
O

X
カ

ル
バ

ー
ト

直
接

基
礎

直
接

基
礎

不
明

材
料

：
形

状
：

高
さ

：

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
1
.1

0m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.8
0
m

有
無

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

無

ゴ
ム

ゴ
ム

無

河
川

河
川

水
路

A
活

荷
重

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

2
0
21

年
無 無

無
無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
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梁
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柵
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形
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さ
）
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縮

装
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支
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交
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条
　

件

設
計

活
荷

重
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設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

4
0

41
4
2

1
06

2ﾎ
ﾞｯ

ｸ
ｽ

ｶ
ﾙ

ﾊ
ﾞｰ

ﾄ
オ

ザ
キ

ハ
シ

ｵ
ｸ
ﾊ

ﾞﾀ
ｶ
ﾞﾜ

ﾊ
ﾞｼ

1
06

2
B

C
尾

崎
橋

奥
畑

川
橋

10
62

1
06

3
20

01

そ
の

他
そ

の
他

１
級

村
道

第
４

栗
林

線
第

２
尾

崎
線

稗
畑

・
原

線

4
2

3
72

2
0

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
宝

珠
山

字
栗

林
東

峰
村

大
字

宝
珠

山
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
字

奥
畑

3
.0

0m
16

.8
0
m

5
.0

0m

4
.4

0m
2.

80
m

4
.7

0m

（
1
98

1年
）

2
0
20

年
1
96

8年

1
1

1

R
C

P
C

R
C

単
純

、
B

O
X

カ
ル

バ
ー

ト
単

純
、

プ
レ

テ
ン

床
版

橋
単

純
、

床
版

橋

B
O

X
カ

ル
バ

ー
ト

逆
Ｔ

式
橋

台
重

力
式

橋
台

不
明

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.7
5
m

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
1.

1m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.9
0
m

無
無

無

無
ゴ

ム
ジ

ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無
ゴ

ム
エ

ラ
ス

タ
イ

ト

河
川

河
川

河
川

不
明

群
集

荷
重

T
L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
2
0
21

年
無

無
無

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
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梁
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梁
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式

基
　

礎
　

形
　

式
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料
、

形
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、
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）
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物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
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 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

4
3

44
4
5

ｱ
ﾏ

ｶ
ﾞﾀ

ﾆ
ﾊ

ﾞｼ
ﾂ

ﾂ
ﾞﾐ

ﾊ
ﾞｼ

ﾎ
ｳ

ｶ
ﾞﾀ

ﾆ
ﾊ

ｼ

天
ヶ

谷
橋

鼓
橋

宝
ヶ

谷
橋

20
04

2
00

5
20

06

１
級

村
道

１
級

村
道

１
級

村
道

天
ヶ

谷
・
宝

ヶ
谷

線
天

ヶ
谷

・宝
ヶ

谷
線

天
ヶ

谷
・
宝

ヶ
谷

線

7
0

70
7
0

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

字
立

ヶ
隠

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

宝
ヶ

谷
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
鼓

字
宝

ケ
谷

3
.7

0m
6.

60
m

6
.3

0m

7
.9

0m
5.

20
m

6
.2

0m

1
97

2年
1
9
74

年
1
97

4年

1
1

1

R
C

R
C

P
C

単
純

、
B

O
X

カ
ル

バ
ー

ト
単

純
、

床
版

橋
単

純
、

プ
レ

テ
ン

床
版

橋

B
O

X
カ

ル
バ

ー
ト

重
力

式
橋

台
重

力
式

橋
台

不
明

不
明

不
明

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：1

.1
0
m

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
0
.9

0m

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：0

.9
5
m

有
無

有

無
エ

ラ
ス

タ
イ

ト
エ

ラ
ス

タ
イ

ト

無
エ

ラ
ス

タ
イ

ト
ゴ

ム

河
川

河
川

河
川

不
明

不
明

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無
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Ⅰ

Ⅰ
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梁
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梁
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暦
）
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防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）
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物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

4
6

47
4
8

ゴ
ト

ウ
バ

シ
ダ

イ
イ

チ
テ

ン
ジ

ン
バ

シ
ﾊ

ﾙ
ﾉﾏ

ｴ
ﾊ

ﾞｼ

後
藤

橋
第

１
天

神
橋

原
ノ

前
橋

20
08

2
01

0
20

11

そ
の

他
そ

の
他

２
級

村
道

天
神

前
３

号
線

天
神

前
・
小

学
校

線
町

・芝
峠

線

8
7

85
9
0

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

字
下

町
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
字

下
町

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

字
原

7
.2

0m
7.

80
m

1
1.

4
0m

4
.0

0m
1.

20
m

6
.6

5m

1
99

0年
1
9
38

年
1
98

6年

1
1

1

P
C

鋼
P
C

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
H

桁
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

重
力

式
橋

台
そ

の
他

（橋
台

）
重

力
式

橋
台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.8
5
m

材
料

：
鋼

形
状

：そ
の

他
高

さ
：
0
.9

0m

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：0

.9
5
m

有
無

無

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無
ゴ

ム
ジ

ョ
イ

ン
ト

ゴ
ム

無
ゴ

ム

河
川

河
川

河
川

不
明

不
明

T
L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

無
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
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装
置
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設
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活
荷

重
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た
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境
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件

第
三
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被
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緊
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輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
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路

バ
　

ス
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線

自
動

車
交

通
量
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行

制
限

（荷
重

，
高

さ
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幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

4
9

50
5
1

ダ
イ

イ
チ

ミ
ナ

ミ
ノ

ハ
ル

バ
シ

ダ
イ

ニ
ミ

ナ
ミ

ノ
ハ

ル
バ

シ
カ

ミ
マ

チ
バ

シ

第
1
南

の
原

橋
第

2南
の

原
橋

上
町

橋

20
14

2
01

5
20

17

２
級

村
道

２
級

村
道

そ
の

他

南
の

原
・下

町
線

南
の

原
・
下

町
線

皿
山

線

1
0
0

1
00

1
1
1

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

字
南

原
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
字

南
原

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

字
上

町

2
.0

0m
4.

60
m

4
.6

0m

4
.0

0m
2.

25
m

4
.4

0m

1
97

7年
1
9
76

年
（
1
98

1年
）

1
1

1

R
C

R
C

R
C

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

重
力

式
橋

台
重

力
式

橋
台

そ
の

他
（
橋

台
）

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

無
無

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.8
0
m

無
無

無

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無

水
路

水
路

河
川

不
明

不
明

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

5
2

53
5
4

ダ
イ

イ
チ

ホ
ウ

ガ
タ

ニ
バ

シ
ホ

ウ
ガ

タ
ニ

ナ
カ

バ
シ

カ
マ

ト
コ

バ
シ

第
１

宝
ヶ

谷
橋

宝
ヶ

谷
中

橋
釜

床
橋

20
18

2
01

9
20

20

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他

宝
ヶ

谷
１

号
線

宝
ヶ

谷
・
鼓

口
線

釜
床

１
号

線

1
2
7

1
30

1
4
3

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

宝
ケ

谷
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
鼓

字
宝

ヶ
谷

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

釜
床

4
.7

0m
2.

30
m

1
3.

3
0m

3
.1

0m
2.

50
m

4
.7

0m

1
97

4年
1
9
62

年
1
97

1年

1
1

1

R
C

石
鋼

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
そ

の
他

単
純

、
H

桁
橋

そ
の

他
（
橋

台
）

そ
の

他
（橋

台
）

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

不
明

無
無

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.8
0
m

無
無

有

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無
エ

ラ
ス

タ
イ

ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無
鋼

製

河
川

河
川

河
川

不
明

不
明

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

不
明

無
無

無

Ⅰ
Ⅲ

Ⅲ
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○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

5
5

56
5
7

ダ
イ

ニ
ツ

ル
バ

シ
ヒ

サ
ゲ

バ
シ

ク
ロ

タ
ニ

バ
シ

第
２

鶴
橋

久
毛

橋
黒

谷
橋

20
22

2
02

3
20

24

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他

久
毛

１
号

線
久

毛
4号

線
黒

谷
・壱

荷
山

線

1
5
7

1
60

1
6
8

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

鶴
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
鼓

字
鶴

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

黒
谷

9
.8

0m
12

.0
0
m

4
.0

0m

2
.1

0m
4.

80
m

3
.2

0m

2
02

1年
1
9
82

年
1
97

6年

1
1

1

鋼
P
C

R
C

単
純

、
H

桁
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

そ
の

他
（
橋

台
）

重
力

式
橋

台
重

力
式

橋
台

直
接

基
礎

不
明

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

パ
イ

プ
高

さ
：

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
1
.1

5m
無

有
無

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

河
川

河
川

河
川

群
集

荷
重

不
明

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無
無

無
無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

5
8

59
6
0

タ
マ

ラ
イ

バ
シ

ク
ロ

ダ
マ

バ
シ

ﾅ
ｶ
ｿ
ﾞｳ

ﾒ
ｷ

ﾊ
ﾞｼ

玉
来

橋
黒

玉
橋

中
蔵

貫
橋

20
26

2
02

7
20

28

そ
の

他
そ

の
他

２
級

村
道

玉
来

１
号

線
玉

来
2号

線
井

手
道

線

1
7
2

1
73

2
8

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

玉
来

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

玉
来

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

蔵
貫

1
6
.5

0m
14

.9
0
m

2
.0

0m

5
.2

0m
2.

50
m

4
.5

0m

1
97

6年
2
0
19

年
1
95

6年

1
1

1

P
C

鋼
R

C

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
H

桁
橋

単
純

、
B

O
X

カ
ル

バ
ー

ト

半
重

力
式

橋
台

そ
の

他
（橋

台
）

B
O

X
カ

ル
バ

ー
ト

直
接

基
礎

直
接

基
礎

不
明

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.6
m

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
高

さ
：
1
.1

5m
無

有
無

有

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無

不
明

無

河
川

河
川

水
路

T
L
-1

4
群

集
荷

重
不

明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

無
無

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無
無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ

- 19 -



○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
　

線
　

種
　

別

路
　

線
　

名
　

称

路
　

線
　

番
　

号

所
　

在
　

地

橋
　

　
　

長

幅
　

　
　

員

架
設

年
（
西

暦
）

径
　

間
　

数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

6
1

62
6
3

ｲ
ﾃ

ﾞﾐ
ﾁ

ﾊ
ﾞｼ

シ
モ

ゾ
ウ

メ
キ

バ
シ

ﾂ
ﾙ

ﾓ
ﾄﾊ

ﾞｼ

井
手

道
橋

下
蔵

貫
橋

鶴
元

橋

20
29

2
03

0
20

31

２
級

村
道

２
級

村
道

２
級

村
道

井
手

道
線

井
手

道
線

井
手

道
線

1
8
0

1
80

1
8
0

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

蔵
貫

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

浜
浦

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

蔵
貫

2
.4

0m
21

.3
0
m

6
.6

0m

4
.5

5m
5.

20
m

7
.0

0m

1
95

6年
2
0
20

年
1
97

6年

1
1

1

R
C

P
C

P
C

単
純

、
B

O
X

カ
ル

バ
ー

ト
単

純
、

プ
レ

テ
ン

床
版

橋
単

純
、

プ
レ

テ
ン

床
版

橋

B
O

X
カ

ル
バ

ー
ト

逆
Ｔ

式
橋

台
重

力
式

橋
台

不
明

場
所

打
ぐ

い
（深

礎
を

含
む

）
不

明

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

パ
イ

プ
高

さ
：1

.0
0
m

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
1
.1

0m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：1

.0
0
m

有
有

有

無
ゴ

ム
ジ

ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

無
ゴ

ム
ゴ

ム

水
路

河
川

河
川

不
明

A
活

荷
重

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
2
0
21

年
無

無
無

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅱ

○
 橋

の
基

本
諸

元
及

び
健

全
性

整
　

理
　

番
　

号

フ
　

リ
　

ガ
　

ナ

橋
　

梁
　

名

橋
　

梁
　

番
　

号

路
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装
置

の
種
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支
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交
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条
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設
計

活
荷

重
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設

さ
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た
環
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件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

6
4

65
6
6

ト
ウ

ノ
モ

ト
バ

シ
ト

ア
リ

バ
シ

タ
カ

ヒ
ラ

バ
シ

塔
の

元
橋

戸
有

橋
高

平
橋

20
34

2
03

6
20

38

２
級

村
道

そ
の

他
そ

の
他

辻
・
久

保
田

線
戸

有
・
砥

石
渡

線
中

崎
・
高

平
線

2
3
0

2
50

2
5
5

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

広
畑

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

戸
有

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

中
崎

1
7
.8

0m
20

.0
0
m

5
.3

0m

4
.5

0m
5.

00
m

3
.6

0m

1
92

1年
1
9
89

年
（
1
97

9年
）

2
1

1

R
C

P
C

R
C

連
続

、
T

桁
橋

単
純

、
ポ

ス
テ

ン
T

桁
橋

単
純

、
床

版
橋

逆
Ｔ

式
橋

台
、

多
層

ラ
ー

メ
ン

橋
脚

（
角

）
逆

Ｔ
式

橋
台

そ
の

他
（
橋

台
）

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
形

状
：
そ

の
他

高
さ

：
0.

5
5m

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
0.

9m
無

無
有

無

不
明

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

不
明

ゴ
ム

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

河
川

河
川

河
川

不
明

T
L
-
14

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

Ⅲ
Ⅰ

Ⅰ
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梁
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縮
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条
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設
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活
荷

重
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送
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路

バ
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自
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車
交

通
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行

制
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（荷
重
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高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

6
7

68
6
9

サ
サ

オ
バ

シ
ダ

イ
ニ

ミ
コ

シ
ダ

バ
シ

ミ
コ

シ
ダ

ガ
ワ

バ
シ

笹
尾

橋
第

２
御

輿
田

橋
御

輿
田

川
橋

20
41

2
05

7
20

58

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他

辻
・笹

尾
線

天
神

前
６

号
線

下
町

・
原

線

2
7
1

1
04

7
7

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

辻
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
字

上
町

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

字
下

町

8
.8

0m
5.

40
m

6
.8

0m

4
.5

0m
4.

80
m

4
.8

0m

2
02

0年
1
9
82

年
1
99

0年

1
1

1

P
C

R
C

P
C

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

逆
Ｔ

式
橋

台
重

力
式

橋
台

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
0
.9

0m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：1

.1
0
m

無
無

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

河
川

河
川

河
川

A
活

荷
重

T
L
-
14

T
L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

無
無

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し
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定

な
し
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定

な
し

小
小

小
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無

無

無
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無
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無
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梁
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梁
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形
　

式

防
護

柵
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料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

7
0

71
7
2

テ
ン

ジ
ン

マ
エ

バ
シ

マ
ツ

モ
ト

バ
シ

オ
オ

ツ
ボ

バ
シ

天
神

前
橋

松
本

橋
大

坪
橋

20
59

2
06

0
20

61

そ
の

他
そ

の
他

そ
の

他

下
町

・
原

線
下

町
・
原

線
大

坪
線

7
7

77
7
4

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

字
下

町
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
字

原
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
字

奥
畑

1
3
.7

0m
11

.0
0
m

1
1.

0
0m

5
.2

0m
5.

00
m

5
.2

0m

1
99

0年
1
9
92

年
1
99

1年

1
1

1

P
C

鋼
P
C

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
H

桁
橋

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

重
力

式
橋

台
重

力
式

橋
台

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：1

.1
0
m

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
1
.1

5m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：1

.1
5
m

有
有

無

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

ゴ
ム

ゴ
ム

ゴ
ム

河
川

河
川

河
川

T
L
-1

4
T

L
-
14

T
L
-1

4

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
荷

重
：
4
.0

t
無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
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形
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高

さ
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物

伸
縮

装
置

の
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類

支
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 類

交
　

差
　

条
　

件

設
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活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

7
3

74
7
5

ﾀ
ｶ
ﾔ

ﾅ
ｷ

ﾞﾊ
ﾞｼ

シ
ン

ノ
ナ

カ
バ

シ
キ

シ
タ

ケ
バ

シ

高
柳

橋
新

野
中

橋
岸

竹
橋

20
62

2
06

4
20

65

２
級

村
道

２
級

村
道

２
級

村
道

下
町

・
奥

畑
線

野
中

１
号

線
宝

ヶ
谷

赤
薮

線

8
0

1
90

2
7
5

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

字
奥

畑
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
鼓

字
野

中
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
鼓

字
宝

ケ
谷

6
.8

0m
26

.4
0
m

1
3.

4
0m

4
.8

0m
5.

20
m

6
.5

0m

1
99

1年
2
0
10

年
（
1
96

5年
）

1
1

1

P
C

P
C

R
C

単
純

、
プ

レ
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
ポ

ス
テ

ン
床

版
橋

単
純

、
T

桁
橋

重
力

式
橋

台
逆

Ｔ
式

橋
台

重
力

式
橋

台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：1

.0
0
m

材
料

：
鋼

形
状

：
橋

梁
用

防
護

柵
高

さ
：
0
.8

5m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：1

.1
0
m

有
無

有

不
明

ゴ
ム

ジ
ョ
イ

ン
ト

不
明

ゴ
ム

ゴ
ム

鋼
製

河
川

河
川

河
川

T
L
-1

4
A

活
荷

重
不

明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
2
0
10

年
不

明

無
無

有

無
無

無

無
無

無

Ⅰ
Ⅰ
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本
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び
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号
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ガ
　

ナ
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名
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梁
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号
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名
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員

架
設

年
（
西

暦
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径
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数

材
　

料
　

区
　

分

上
　

部
　

工
　

形
　

式

下
　

部
　

工
　

形
　

式

基
　

礎
　

形
　

式

防
護

柵
（材

料
、

形
状

、
高

さ
）

添
　

架
　

物

伸
縮

装
置

の
種

類

支
 承

 の
 種

 類

交
　

差
　

条
　

件

設
計

活
荷

重

架
設

さ
れ

た
環

境
条

件

第
三

者
被

害

緊
急

輸
送

道
路

迂
　

回
　

路

通
　

学
　

路

バ
　

ス
　

路
　

線

自
動

車
交

通
量

通
行

制
限

（荷
重

，
高

さ
，

幅
）

橋
面

防
水

層
設

置
年

耐
震

補
強

歴

塗
　

装
　

歴

補
　

修
　

歴

橋
の

健
全

性
の

診
断

※
 架

設
年

：
推

定
の

場
合

は
（
　

）
書

き
と

す
る

。

7
6

77
7
8

ア
カ

ヤ
ブ

ニ
ゴ

ウ
バ

シ
ア

カ
ヤ

ブ
バ

シ
ア

カ
ヤ

ブ
サ

ン
ゴ

ウ
バ

シ

赤
薮

２
号

橋
赤

薮
橋

赤
薮

３
号

橋

20
66

2
06

7
20

68

２
級

村
道

２
級

村
道

２
級

村
道

宝
ヶ

谷
赤

薮
線

宝
ヶ

谷
赤

薮
線

宝
ヶ

谷
赤

薮
線

2
7
5

2
75

2
7
5

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

宝
ヶ

谷
福

岡
県

朝
倉

郡
東

峰
村

大
字

小
石

原
鼓

字
宝

ヶ
谷

福
岡

県
朝

倉
郡

東
峰

村
大

字
小

石
原

鼓
字

宝
ヶ

谷

2
.1

0m
3.

80
m

4
.1

0m

1
6
.4

0m
7.

80
m

7
.6

0m

（
1
96

5年
）

（1
9
65

年
）

（
1
96

5年
）

1
1

1

R
C

R
C

R
C

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

単
純

、
床

版
橋

重
力

式
橋

台
そ

の
他

（橋
台

）
重

力
式

橋
台

直
接

基
礎

直
接

基
礎

直
接

基
礎

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.6
0
m

材
料

：
鋼

形
状

：
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：
0
.8

0m

材
料

：鋼
形

状
：ガ

ー
ド

レ
ー

ル
高

さ
：0

.8
0
m

無
有

有

そ
の

他
不

明
不

明

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

エ
ラ

ス
タ

イ
ト

鋼
製

河
川

河
川

河
川

不
明

不
明

不
明

通
常

通
常

通
常

無
無

無

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

有
有

有

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

指
定

な
し

小
小

小

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

無
無

無

Ⅱ
Ⅰ

Ⅲ
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点
検

年
度

判
定

区
分

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

2
0
2
5
年

2
0
2
6
年

2
0
2
7
年

2
0
2
8
年

2
0
2
9
年

2
0
3
0
年

2
0
3
1
年

1
第

１
栗

林
橋

1
9
85

3
6

5
.
60

7
.
20

2
0
19

Ⅰ
〇

〇
監

視

2
第

２
栗

林
橋

1
9
85

3
6

7
.
20

7
.
70

2
0
19

Ⅰ
〇

〇
監

視

3
1
0
1
0
BC

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

2
.
60

6
.
00

2
0
19

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
一

の
瀬
橋

1
9
89

3
2

2
2
.
70

6
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

5
中

崎
橋

1
9
70

5
1

2
0
.
00

6
.
90

2
0
21

Ⅱ
〇

△
●

〇
修

繕
1
,7

0
0

6
1
0
1
3床

版
橋

1
9
81

4
0

4
.
30

7
.
00

2
0
19

Ⅱ
〇

〇
△

●
修

繕
4
,6

0
0

7
猿

喰
橋

2
0
21

0
4
0
.
70

6
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

8
1
0
1
5
BC

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

2
.
30

6
.
20

2
0
19

Ⅲ
〇 △

●
〇

修
繕

2
,3

0
0

9
1
0
1
6床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

3
.
30

6
.
00

2
0
19

Ⅰ
〇

〇
監

視

1
0

1
0
1
7床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

3
.
15

6
.
15

2
0
19

Ⅰ
〇

〇
監

視

1
1

小
松
橋

1
9
72

4
9

2
6
.
30

1
2
.
50

2
0
21

Ⅱ
〇

△
●

〇
修

繕
2
,1

0
0

1
2

1
0
2
0床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

6
.
50

4
.
40

2
0
19

Ⅱ
〇

〇
△

●
修

繕
1
,7

0
0

1
3

川
曲
橋

1
9
70

5
1

1
9
.
40

4
.
40

2
0
21

Ⅱ
〇

△
●

〇
修

繕
2
,2

0
0

1
4

1
0
2
2床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

2
.
70

6
.
15

2
0
19

Ⅰ
〇

〇
監

視

1
5

屋
椎
橋

1
9
65

5
6

1
0
.
80

4
.
80

2
0
20

Ⅱ
〇

〇 △
●

修
繕

3
,2

0
0

1
6

1
0
2
5床

版
橋

2
0
21

0
1
5
.
30

3
.
70

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

1
7

1
0
2
6床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

8
.
00

3
.
40

2
0
20

Ⅰ
〇

〇
監

視

1
8

奈
良

尾
橋

1
9
79

4
2

1
6
.
50

6
.
20

2
0
21

Ⅱ
〇

△
●

〇
修

繕
6
,5

0
0

1
9

長
田
橋

1
9
68

5
3

1
7
.
00

3
.
80

2
0
21

Ⅱ
〇

△
●

〇
修

繕
60

0

2
0

1
0
2
9床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

3
.
00

4
.
80

2
0
20

Ⅰ
〇

〇
監

視

2
1

掛
橋
橋

1
9
63

5
8

2
0
.
00

3
.
10

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

2
2

1
0
3
1床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

4
.
00

4
.
80

2
0
20

Ⅰ
〇

〇
監

視

2
3

岩
屋

駅
前
橋

2
0
19

2
1
3
.
30

8
.
20

2
0
20

Ⅰ
〇

〇
監

視

2
4

伊
王

寺
橋

2
0
20

1
1
1
.
50

3
.
10

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

2
5

1
0
3
7床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

3
.
80

2
.
70

2
0
20

Ⅰ
〇

〇
監

視

全
体

概
算

事
業

費
（

千
円

）

東
峰

村
 橋

梁
長

寿
命

化
年

次
計

画
表

整
理

番
号

橋
梁

名
架

設
年

次
供

用
年

数
橋

長
(
m
)

幅
員

(
m
)

最
新

の
点

検
結

果
対

策
の

内
容

・
時

期
（

 
〇

：
定

期
点

検
　

△
：

調
査

･
設

計
　

●
：

補
修

　
◎

：
架

替
え

　
×

：
撤

去
・

移
管

等
 
）

措
置

内
容

※
架

設
年

次
お

よ
び

供
用

年
数

の
( 

)書
き

は
推

定
で

あ
る

。

- 23 -



点
検

年
度

判
定

区
分

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

2
0
2
5
年

2
0
2
6
年

2
0
2
7
年

2
0
2
8
年

2
0
2
9
年

2
0
3
0
年

2
0
3
1
年

全
体

概
算

事
業

費
（

千
円

）

東
峰

村
 橋

梁
長

寿
命

化
年

次
計

画
表

整
理

番
号

橋
梁

名
架

設
年

次
供

用
年

数
橋

長
(
m
)

幅
員

(
m
)

最
新

の
点

検
結

果
対

策
の

内
容

・
時

期
（

 
〇

：
定

期
点

検
　

△
：

調
査

･
設

計
　

●
：

補
修

　
◎

：
架

替
え

　
×

：
撤

去
・

移
管

等
 
）

措
置

内
容

2
6

中
尾
橋

2
0
21

0
1
6
.
60

5
.
00

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

2
7

1
0
3
9床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

7
.
90

3
.
25

2
0
20

Ⅲ
△

●
〇

〇
修

繕
4
,9

0
0

2
8

金
剛

野
橋

2
0
20

1
1
6
.
80

5
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

2
9

古
庄

屋
橋

1
9
91

3
0

1
6
.
00

6
.
30

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

3
0

松
山
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

9
.
20

4
.
20

2
0
20

Ⅲ
〇 △

●
〇

修
繕

12
,9

0
0

3
1

1
0
4
5床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

4
.
00

2
.
55

2
0
20

Ⅱ
〇

〇 △
●

修
繕

90
0

3
2

1
0
4
6床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

5
.
20

3
.
10

2
0
20

Ⅰ
〇

〇
監

視

3
3

松
尾
橋

1
9
76

4
5

1
6
.
00

4
.
90

2
0
21

Ⅱ
〇

△
●

〇
修

繕
3
,2

0
0

3
4

1
0
4
8床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

6
.
50

4
.
80

2
0
20

Ⅰ
〇

〇
監

視

3
5

1
0
4
9床

版
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

5
.
40

3
.
40

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

3
6

延
田
橋

2
0
20

1
3
1
.
40

7
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

3
7

宝
珠

山
駅

前
橋

2
0
21

0
5
3
.
40

2
.
50

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

3
8

下
合
橋

2
0
20

1
3
3
.
80

5
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

3
9

1
0
6
1
BC

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

2
.
20

5
.
20

2
0
19

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
0

1
0
6
2
BC

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

3
.
00

4
.
40

2
0
20

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
1

尾
崎
橋

2
0
20

1
1
6
.
80

2
.
80

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
2

奥
畑

川
橋

1
9
68

5
3

5
.
00

4
.
70

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
3

天
ヶ

谷
橋

1
9
72

4
9

3
.
70

7
.
90

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
4

鼓
橋

1
9
74

4
7

6
.
60

5
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
5

宝
ヶ

谷
橋

1
9
74

4
7

6
.
30

6
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
6

後
藤
橋

1
9
90

3
1

7
.
20

4
.
00

2
0
18

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
7

第
１

天
神
橋

1
9
38

8
3

7
.
80

1
.
20

2
0
17

Ⅱ
〇

〇 △
●

修
繕

30
0

4
8

原
ノ

前
橋

1
9
86

3
5

1
1
.
40

6
.
65

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

4
9

第
1
南

の
原
橋

1
9
77

4
4

2
.
00

4
.
00

2
0
17

Ⅰ
〇

〇
監

視

5
0

第
2
南

の
原
橋

1
9
76

4
5

4
.
60

2
.
25

2
0
17

Ⅰ
〇

〇
監

視

※
架

設
年

次
お

よ
び

供
用

年
数

の
( 

)書
き

は
推

定
で

あ
る

。
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点
検

年
度

判
定

区
分

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

2
0
2
5
年

2
0
2
6
年

2
0
2
7
年

2
0
2
8
年

2
0
2
9
年

2
0
3
0
年

2
0
3
1
年

全
体

概
算

事
業

費
（

千
円

）

東
峰

村
 橋

梁
長

寿
命

化
年

次
計

画
表

整
理

番
号

橋
梁

名
架

設
年

次
供

用
年

数
橋

長
(
m
)

幅
員

(
m
)

最
新

の
点

検
結

果
対

策
の

内
容

・
時

期
（

 
〇

：
定

期
点

検
　

△
：

調
査

･
設

計
　

●
：

補
修

　
◎

：
架

替
え

　
×

：
撤

去
・

移
管

等
 
）

措
置

内
容

5
1

上
町
橋

（
1
9
8
1
）

（
4
0
）

4
.
60

4
.
40

2
0
18

Ⅰ
〇

〇
監

視

5
2

第
１

宝
ヶ

谷
橋

1
9
74

4
7

4
.
70

3
.
10

2
0
18

Ⅰ
〇

〇
監

視

5
3

宝
ヶ

谷
中
橋

1
9
62

5
9

2
.
30

2
.
50

2
0
18

Ⅲ
△

〇 ●
〇

修
繕

30
0

5
4

釜
床
橋

1
9
71

5
0

1
3
.
30

4
.
70

2
0
18

Ⅲ
〇 △

●
〇

修
繕

17
,3

0
0

5
5

第
２

鶴
橋

2
0
21

0
9
.
80

2
.
10

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

5
6

久
毛
橋

1
9
82

3
9

1
2
.
00

4
.
80

2
0
18

Ⅰ
〇

〇
監

視

5
7

黒
谷
橋

1
9
76

4
5

4
.
00

3
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

5
8

玉
来
橋

1
9
76

4
5

1
6
.
50

5
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

5
9

黒
玉
橋

2
0
19

2
1
4
.
90

2
.
50

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

6
0

中
蔵

貫
橋

1
9
56

6
5

2
.
00

4
.
50

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

6
1

井
手

道
橋

1
9
56

6
5

2
.
40

4
.
55

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

6
2

下
蔵

貫
橋

2
0
20

1
2
1
.
30

5
.
20

2
0
21

Ⅰ
〇

〇
監

視

6
3

鶴
元
橋

1
9
76

4
5

6
.
60

7
.
00

2
0
21

Ⅱ
〇

△
〇 ●

修
繕

60
0

6
4

塔
の

元
橋

1
9
21

1
0
0

1
7
.
80

4
.
50

2
0
21

Ⅲ
△

●
〇

〇
修

繕
2
,3

0
0

6
5
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